
氏名 所属

10.29 火 Ⅰ 精神症候学1　意識障害と自我障害 古茶　大樹 神経精神科学
1.意識障害の症候を説明できる
2.せん妄について説明できる
3.代表的な自我障害を挙げることができる

〃 〃 Ⅱ 精神症候学2　知覚の障害 〃 〃
1.知覚の特性を説明できる
2.錯覚と幻覚の違いを説明できる
3.幻聴、幻視の典型例を説明できる

〃 〃 Ⅲ 精神症候学3　思考の障害(1) 〃 〃
1.強迫観念を説明できる
3.優格観念を説明できる
3.自生思考を説明できる

10.30 水 Ⅰ 精神症候学4　思考の障害(2) 〃 〃
1.妄想の定義を述べることができる
2.被害妄想を説明できる
3.微小妄想を説明できる

〃 〃 Ⅱ 精神症候学5　感情と意欲の障害 〃 〃
1.感情の分類を説明できる
2.躁状態・うつ状態を説明できる
3.させられ体験を説明できる

〃 〃 Ⅲ 精神症候学6　記憶の障害 〃 〃
1.記憶のプロセスを説明できる
2.コルサコフ症候群を説明できる
3.心因性健忘の代表例を説明できる

10.31 木 Ⅰ 精神症候学7　状態像分類と経過様式 〃 〃
1.代表的な状態像を説明できる
2.経過様式の違いを説明できる

〃 〃 Ⅱ 精神障害の分類について 〃 〃
1.精神障害と身体疾患の本質的な違いを説明できる
2.伝統的精神医学の考え方を説明できる
3.DSM分類の特徴を説明できる

〃 〃 Ⅲ 精神科治療学総論 〃 〃
1.精神医学と身体医学の治療の違いを説明できる
2.主要な向精神薬の種類を説明できる
3.代表的な精神療法を列挙できる

11.1 金 Ⅰ 器質性・症状性・中毒性精神障害 〃 〃
1.代表的な認知症を説明できる
2.精神依存と身体依存を説明できる
3.症状精神病をきたす疾患を列挙することができる

〃 〃 Ⅱ 内因性精神病 〃 〃
1.内因性精神病を説明できる
2.統合失調症の代表的な症状を挙げることができる
3.理由のある抑うつと内因性うつ病との違いを説明することができる

〃 〃 Ⅲ 非精神病性精神障害 〃 〃
1.摂食障害の類型を説明できる
2.心気症を説明できる
3.小児期の代表的な精神障害を挙げることができる
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